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要旨

　　本業務は広域地下水流動研究の表層水理研究の一環として、平成12年度に

設置した1〈BM（6箇所）の標高を、既存の水準点から水準測量を行い、既存井

戸諸元のうち井戸標高の値を正確に取得することを目的としたものである．

　本調査の結果は以下のとおりである。
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本報告書は、応用地質株式会社が核燃料サイクル開発機構との契約により実施した業務成

果に関するものである．

契約番号；1306AOII59
機構担当部課室および担当者：東濃地科学センター地質環境特性研究グループ竹内真司

申応用地質株式会社　中部支社
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、Abstract

　　The　pulpose　ofthis　work　is　to　su隅y　thc　te111pGra1γbellch　malks（TBM）precisely　in　the

Akoyo　alea　for　surface　hydrological　syudy．

　　TBM（6marks）established　in　the　area　in2000．The　TBMs　wcrc　leveled　ffom　the

standard　point．The　results　are　as　follows　l
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1．はじめに

　核燃料サイクル開発機構東濃地科学センターでは、広域地下水流動研究の一

環として、表層水理研究を実施している。

　平成12年度は、表層水理研究の一環として明世地区内に150mの試錐調査等を

行い地質情報・水理情報を取得するとともに、地区内の既存井戸の諸元調査およ

び流量計、地下水位計の設置を行った。

　今回の業務は、上記研究の一環として、平成12年度に設置したKBM（6箇

所）の標高を、既存の水準点から水準測量を行い、既存井戸諸元のうち井戸標高

の値を正確に取得することを目的とした。
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2．本論

2．1．業務概要

1）件名　　「平成13年度 明世地区表層水理研究測量調査」

2）目的1

　平成12年度では、表層水理研究の一環として明世地区内に150mの試錐調査等を

行い地質情報・水理情報を取得するとともに、地区内の既存井戸の諸元調査および流

量計、地下水位計の設置を行った。

　上記業務のうち、地区内の既存井戸の諸元調査において、それぞれの井戸の標高を

1／2500都市計画図から標高が読み取れる地点に仮ベンチマーク（KBM）を設定し、

K　BMからの水準測量を実施して求めた。

　しかし、KBMの標高は地形図からの読み値であるため、その標高には数l　O　cm

程度の誤差を含むものと考えられる。

　本業務は、平成12年度に設置したKBM（6箇所）の標高を、既存の水準点か

らの水準測量によって測定することにより、KBM（6箇所）の標高値を正確に把握

することを目的として実施したものである。

3）業務期間1平成13年10月25日～平成13年12月28日

4）業務実施場所1

　　岐阜県瑞浪市明世町地内

　　　　　図2－1－1に業務の対象となる位置を示す。

　　　　　なお、本業務で言う「明世地区」とは、図2－1－1で指すような

　　　　　範囲を指すものとする。

5）調査数量

・KBM地点測量 6箇所
6）業務担当

受注者　　応用地質株式会社　中部支社

　　　　　住所＝名古屋市守山区大字瀬古字中島102

　　　　　　電話＝052
793
8321FAXlO52－794

8303

　　　　　　担当者＝主任技術者・現場代理人

　　　　　　　　　　　　　下山　昌宏（地質調査技士）

発注者 核燃料サイクル開発機構東濃地科学センター

地質環境特性研究グループ水理チーム

電話：0572
53
0211　内線3411

　　　　　　　　竹内　真司

　　　　　　　　宮原　智哉
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この地図は、国土地理院発行の地形図（土岐）を使用したものである。

　　　　　　　縮尺1＝25，000
　　　　5DOm　　　D　　 50D　　1000　　1500m

図2－1－1 調査地対象位置図
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2．2．調査方法

1）観測

観測は、直接水準測量で実施した。測量の区分は4級水準測量とし、観測手順

は、　r建設省公共測量作業規定（建設大臣官房技術調査室監修；社団法人日本測

量協会）」に準じて実施した。

測量における水準路線図を図2－2－1に、水準点位置図を図2－2－2およ

び水準点情報を表2－2－1に示す。

観測に使用した機材を表2－2－2に示す。

表2－2－1　水準点情報

基準点コード 10000000692

1／50000地形図名 美濃加茂

種別 一等水準点

点名 692

標高 262．9501m

行政名 岐阜県瑞浪市

所在地 大字常柄字東柄石1347－4

履歴 一

現況 正常／00／09／30

備考 一

「国土地理院基準点成果等閲覧サービス1より引用

表2－2－2　使用資材一覧表

品名 型番　　メーカー 台数

オートレベル AT－G1 TOPCON 1

アルミスタッフ 一 一
2

2）計算

KBMの標高を求めるために、これらに関する諸要素の計算を行い、成果表等

の作成を実施した（2．3参照〉。

計算の手法は「建設省公共測量作業規定（建設大臣官房技術調査室監修1社団

法人日本測量協会）」に準じて実施した。
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2。3，調査結果

1）観測成果表

観測成果表を表2－3－1に示す。

表2－3－1 観測成果表
　　　　観測日 平成13年11月21日

名　　　　称 標　　　高 備　　考

一等水準点　第692号 2　6　2．　9　5　0　1　　m

KBM－1 3　1　7．　3　2　4　　　　1〕r1

KBM－2 287．697　m

KBM－3 289．347　m
KBM 4

317．869　m

KBM－5 277．818　m

KBM－11 278．152　m

2）水準路線図

水準路線図は図2 2 1を参照。

3）水準測量手簿

水準測量観測手簿を巻末資料に示す。

4）水準測量計算簿

水準測量計算簿を巻末資料に示す．

5）水準測量精度管理表

水準測量精度管理表を巻末資料に示す。
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6）基準点現状報告書

明世地区表層水理研究に伴う水準測量を、…等水準点第692号よりA路線（第6

92号～固定点．1～KBM－11～KBM－1）路線長1．908km、B路線（KBM－11～K

BM－3）路線長0．207km、C路線（固定点．1～KBM 5～KBM－2）路線長0．70gk

m、D路線（KBM－5～KBM－4〉路線長0，772kmを観測した結果、　『建設省公共

作業規程』の【第2編基準点測量】　〈第3章　水準測量＞1第5節　観測1《第62

条　再測》　「運用基準」　‘‘4級水準測量”の許容範囲内に入っており、使用与点

として異常の無い事を報告します。

なお、現場状況写真集を巻末資料に添付する。

一8一



3．　おオっり1こ

調査結果をまとめると以下のとおりである．

・KBM－1

・KBM－2
・K　B　M－3

・KBM－4

・KBM
5

・1〈BM 11

標高

標高

標高

標高

標高

標高

317．　324m

287，　6971n
289．　34711／

317．　869n／
277．　81811／

278．　152n／

なお、各KBMの標高が ヒ記の様になったので、サイクル機構（2001）　r明世地

区表層水理研究試錐調査」　（JNC　TJ74402001一〔）II）2．3．1．の表2－3

－1－1は、以下の様に変更となった。

表3－1 （表一2－3－1－1）　孔口（井戸口）標高の一覧表

孔（井戸）　名称
KBM

口元標高率1　（m） 掘削長（m）
備考

番号 標高（m） 聞き取り値 柱状図データ 測定値

00RT－02
1 317，324 293，164 一 一 150．0

　　　　削　　で　　　。ヌロ　、ら花商岩である。

A 11
278，152 277，832 180～200程度 一

　　申227．8
井戸はあまリ　用さ　ていない～　か’　一』四で

B 3 289，347 312，47フ 一
1DO

『

C 2 287，697 270，247 一
240

一

風呂用として　日　用　　ている。浅部から花南岩が分布　　　　　　し〔

D 4 31フ，869 317，599 一
75

フ～8年前から使用されていない　主犬黛　し

E 5 277，B18 269，278 50
一

25、2ヰ2
現在ほとんど利用されていないが小且汲’日ムが

E’ 5 277，818 270，068 40～50程度 一
　‡338

現在利用されていない。Eに付適して　った　一で

F 6 　　　率4261．12 　　　寧4259．06

40～50程度 一 一

正馬川の本流河床付近に位　　　と日　　　れてい

判1標高値はKB朕仮ベンチマーク）から実測で求めた値である。

耀1水位計・検尺捧を使用して測定した値．ポンプ設定深度に相当すると思われる．

ホ3：温度検層実施時に確認した値。

網＝瑞浪市都市計画図（1／2，500）の標高端点から読み取った。
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・水準測量観測手簿
・水準測量計算簿
・水準測量精度管理表
・現場状況写真



水準測量観測手簿
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－ －　 54，376

備 考

KBM－1

KBM－11

固定点．1

＋　0．715

39，887

一39，172

＋　5，904

－23．223
17，319

＋ 4，524

2，409

1一第692号

（1）S．P，

＋2，ll5



自　標　石

水準測
KBM－11

平成13年11月21日　天候晴　軟風

旦
里

至　標

　器
　標
　観

手簿
石　KBM－3　【B路線】　（1）
械　　　　　 丁OPCON　　AT－G工　　AV／971

尺ALUMISTAFF
測　　　山内　　昭

番 　　　　　　　　　号 距離 後　視 前　 　　　　　　　　　

視1　童 無　差
　 十

　　　　

一一一一
1

　　1　　，
㎜…薯
i

m m

細　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．450　　　　　　　0．795　

　　　　　　　　　『

m m

占　　 　一』

4，962 0，2361
3 28

4・234⊥
22 す』◎40

⑰語下
4

→4
　　0，90言 r
す『一』一 r1
　　　一L

　　　 　o，3亙5
亙劃二r　㎜
3・7叫＿』二
、3＝o隼．　

　　

⊥ 亭

』

　　　　　　　　　 一
一τ

　　　　1　　　　］　ルじ 　　　　　　 ト 　　

　　　　i

牛

ヨ

d、 に

4＿．巳
・一十一一

』 r一二
　 †

」 ＿＿桓

一
　　　［　r

仁一㎜一†τ

L
冒

十 貯　　’ 寸 一
「 1

計

「
＿」

1

「

1
一⊥． L

ヨ
†

・←・

L
＿．

』一 一十

一

．」

旨

和 ユ
96 　！3r586

　　　　101
レ＿7　果 ⊇o学仁ジ7

2齢391　　　　　11．540

　　一＋　11，195　

　　　十

P＝ ＄≦5

±11・195ン‘／
／〆1÷1互．195

備 考

KBM－11

KBM 3

（H）S．P．



自　標　石

平成13年11月21日

水　準　測

K　B　M－3

　天候晴　　軟風

旦
里

至　標
　　器
　　標

　観

手　簿

石K　BM－11【B路線】　（H）
械丁OPCONAT－GIAV1971
尺ALUMISTAFF
測　　　山内　　昭

番号 距離緩　　　　　　　　
視　前

　　　高
視一　　　 十

低　差

…一i’

m m m m

』12

0・878 一3，百10

」i

』3．b32

3
28
　 0・413

29 o』226

4 31
0・776i．

　　4，195　
　 唯194与

　　6・431

墜塑多＿

4・73与

・1・

1
卜

「

一
4

十　

←

”一「

　F
　［
ユーr一

→
半

十一
皿一†一一一一

尋
　　　　　　「 Eニニニー

1

十一一　一胴

ニニ1
一一 十

甘

r

』
－

」　　　　

　　　　　十一　　　 ÷
　 麺
哀』検

　ユむユ　　　　　　　　　　　　　　　ヨド　　エ　　　　　むじ　　　

に；一写τ 11・194七＝王！・隻9聖ジン
　　　　　　　　

2，287 1L53豊

結　　果 li．194

備 考

K　B　M－3

K　B　M 11

（1〉S．P．



　　　　　　水準測量手簿
自標石　　 固定点．1　　至標石KBM－2【C路線】　（1）

平成13年11月2ユ日　　天候晴　　軟風

器械　丁OPCONAT－GIAV1971
標尺　ALUMISTAFF
観測　山内昭

　　　　 　　　　　　 　高　低　差
番号 距離 後視前視 干 r 二

m m m m

言 』舞1二墨
733
26 0．053 1 4．304

備 考

．固定点．1

0．075

　一4
．」　．

0，068

1：講 』

6
・18

・一鑛i亡 逢蜀20
」 　

2・9301

1』303
2，648

7
8 16

十 　

1：ill
L9坦 1 1，647

9 33

→
0・Ω69L．

0．3731

4．47ヲr

ll
認1二3’683

堅19与：

　ト0－462i一
4，561

12 41
．3．570 3．1081

13
樹 2，8151

キ．

i
L　　

1

一』惰一

　⊥

し

払 卜

⊥ 曲
「一 　　

1

』』1

卜

『 ！

子

二ニコニ
†一一一

一一一十一－一

麹

栗
1をヨ≡；ll響〕・聾蔽
363 39．447 12．5851 34・581』 7．719

KBM－5

KBM－2

（H）S．P，

＋16．983

0．000

＋16．983

＋17，598

－7．719

＋9．879



　　　　　水準測量手簿
自標石　　KBM－2　　至標石固定点、1【C路線】　（H）

平成B年U月21目　天候晴　軟風

器械　丁OPCONAT－GIAV1971
標尺　ALUMISTAFF
観　測　　山内　昭

　　　　番号 距離 後
　F

視1前
　 　高　低　差
裾 平 丁』 ＝

m m m m

1

襲慧1…rチ，誕コ，面詐二｛互
’4

←

29． 0．363

3・553 　　　　3・108
4，745「 　』τ561
3．6731 『丁一一 葡b

一厄91 　2．彌

一　　
　 　　一　　

亀 ；二釘コ垂93t一。1345 早
7 0．182

一
2二7喜1「 ［’”

2，6証8」上　

9 曼昌！ 2，1391
10 i aβ 1 ．＿一

3，853 3．917

．．．

11
21！　0．057
壱6「 blo36 r．

4，343

一

！2

些 ＿一
．一 13　 　311

寸
4・286

L
　　
　　ナ

4・340 i
4，6711　　一互，576
　τ一’
’一一 　 「

　　L　　→

1 十
→ 　　＿　　　　　　　 ⊥

「 享

1

一
　　■　　　　

　 L

一十一　」
＋ 　　　　・一一十
1　　　 」　　　．→＿

　

　　
　 　　

　　r　　一「一
　 ＋　　 一←
　　に 一 ＿一
　　　　　

廿

一一←　　　i　　 」一一

．＿＋　　＿＿ゴL

←
和

恵検h
結　果

13・313 39・1751　7・71♀

　　　一チ暑 1畢十f 2畢十爺素、耳
　34．581十

一一ツ

備 考

KBM－2

KBM 5

＋7．719
17．598

－9，879

固定点．1

（1）S，P．

　0．000
　16．983

一　工6．98ヨ



自標石

平成13年IL月21日

KBM－5　　　　至標　石　KBM 4　【D路線】　（1）

　　　　　　器械　丁OPCONAT
GIAVl971

　　　　　　標尺　ALUMISTAFF
天候晴　　軟風　　　観　　測　　　山内　　昭

　　ヨ　　　き
番号1距離i後
　　　　と

視 前 　の視・遺十
低 、董…

1　　密
1

　　　
1 　

　　　 レ

3　　 2脱

m 皿 m m

0・051．
． “

3，334i

3．753 0，355 3，398i

4．302 　0，207
4 3’登6亀・r巨150，116
5 3，905

33』
29

3．277 　0，215
4，246　　　　　　0．255　

8
9

35

29
3，928 0．278

3・9911

　3、6501

4．345 軌28。

』生335上
　　4甲 065L

10 33 －4．1423 0．088
11

12

36 2・134　L9161
2e

3・788 q・088　
13 40　　　　　　1．441　 2・6811 1．240

備 考

KBM 5

‘KBM－4

4

F　 恥

　　　
」

十 一 十

一
1　　　 一「＝

　一 上

r
＿＿＿」

斥
1　　 」
　

！

」

「

→
」

1

十

』
一 十

和
4091

46．795 　6，745i　4L2901　1．2401
363」　＿一／ 　　　　　　，一一－
772旨7丁、フ7t＿7茸て401

b5d

i羊≧d』6501
結

門

菓 （H）S．P，



水準漫量計算簿



区　間　自　一等水準点
　器械　丁OPCONAT－G1

第692号　至各KBM

　観測者　　山内　昭

平成13年11月21目

地　 点

一等水準点

第692号

固定点．1

KBM－11

KBM－1
【A路線】

KBM－11

KBM－3
【B路線】

固定点．1

KBM－5
KBM－2
【C路線】

KBM－5
KBM－4
【D路線】

水 準 差

1
m

一2．115

＋17．315

＋39．172

H
m

＋2．115

一17．319

一39．172

往復観測差

往復観測差

4

＋16．983　　－16．983

＋　9．879　－　9．879

往復観測差

＋40．050 一40．052

往復観測差

平 均

十

m

17．317

39．172

m

2．115

4mm＜27㎜

1L195

1㎜く9㎜

16，983

9，879

Omm＜16mm

051

2㎜＜17㎜

観測の真高

m

260．835

278．152

317．324

改正値

m

結　果

　m

262．9501

260．835

278．152

317．324

4級水準測量制限　20mmrs

（注）Sは観測距離（片道、km）

278‘

289，347 289．

4級水準測量制限　20mm‘S

277、818

287．697

260．835

277．818

287．697

4級水準測量制限　20mm‘S

317．869

277．818

317．869

4級水準測量制限　20㎜rs

改正値＝＋Dh／－n
∠」d＝

（nは辺数〉

既知点

｛A占、　　　　’1、、

差Dh



水準測量精度管理表



水準測量精度管理表

作業名又は
地　　区　　名

平成13年度
明世地区表層水埋研究測量調査

路線番号

A路線

B路線

C路線

D路線

距離
】くm

1，908

0，207

0．709

O，772

作業量

3．5km

閉合差

㎜
一4

＋1

0

2

作業機関

応用地質株式会社

主任技術者

下山昌宏＠

制限

皿
27

9

16

17

観測者

山内　昭
〃

1∫

〃

社内検査者

囲根尚志馴
’「

備　考

一4く27　0k

＋1〈90k

Oq60k

一2〈170】｛

観　測　路　線　図

KBM－1

　口

KBM ll A路線
□

轡》
KBM－3 　口

KBM 2

コ

KBM－4

KBM－5 等水準点

第692号

使用機器
3級レベル
TOPCON　AT－GI　NQ．AV1971

アルミスタッフ

備

孝

く第62条　運用基準＞

1，往復観測値の較差の許容範囲

　4級水準測量
　20mm∫ S（往復観測値の較差）
　　（注）Sは観測距離（片道、km単位）とする。



現場状況写真



一 等水準点

第692号

H＝262．9き云の

1近景』

1遠景）

3孕

ニグ令一ヤノ　　　　 ∵一 　宅4
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．
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KBM－4
11弐，17．369．∴

篭レ・、」製

旨 ／

∫～，自　　1」 賛一－ 乳1△ 壌ヒ
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《よ・亙
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KBM一揖
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